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V216b 太陽 Shack-HartmannセンサへのCNNの導入の検討
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我々は、飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡用の補償光学装置（AO）の開発を行っている。太陽AOでは、基準
となるサブアパーチャ（SA）の太陽像と対象となる SAの太陽像との相対的なずれ量を相関演算を用いて計測し
ている。しかしながら、シーイングが悪い時や物体のコントラストが低い時にしばしば検出ミスを起こすことが
わかっている。この問題に対処するため、相関演算の代わりに畳み込みニューラルネットワーク（CNN）を用い
ることを検討している。
想定しているCNNは参照 SA及び対象 SAの画像をそれぞれ通常の畳み込み層で処理した後、各層からの出力

を交差させるため新しく設計した層を通過させる。その後、そこからの出力を全結合層を通して出力するもので
ある。学習時には、通常の CNNと同様に、出力と教師データとの誤差を逆伝搬する。
2024年 3,9月、2025年 5月に飛騨天文台 AO装置の Shack-Hartmann波面センサの画像を取得した。記録し

た画像を上述と同様な方法を用いて、各 SAにおける位置ずれ量を求めた。ここから明らかに検出ミスしている
ものを除いて学習用の教師データとした。現状はネットワークの構築がほぼ終了し、学習を始めたところである。
詳細については当日報告する。


